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甲賀市市民憲章 

 わたしたちは「みんながつくる住みよさと

活気あふれる甲賀市」を目指して、この憲

章を定めます。 

あふれる愛（あい）に     あなたも仲間（なかま） 

   いろどる山河（さんが）と    生（い）きいき文化（ぶんか） 

   こぼれる笑顔（えがお）に   応（こた）える安心（あんしん） 

   うみだす活力（かつりょく）   受（う）けつぐ伝統（でんとう） 

   かがやく未来（みらい）に   鹿深（かふか）の夢（ゆめ）を 

                          

 

市民憲章の唱和方法 

司会：甲賀市市民憲章 

      わたしたちは「みんながつくる住みよさと活気あふれる甲賀市」を目指して、この 

憲章を定めます。 

 

司会：あ 

全員：あふれる愛（あい）に  あなたも仲間（なかま） 

司会：い 

全員：いろどる山河（さんが）と  生（い）きいき文化（ぶんか） 

司会：こ 

全員：こぼれる笑顔（えがお）に  応（こた）える安心（あんしん） 

司会：う 

全員：うみだす活力（かつりょく）  受（う）けつぐ伝統（でんとう） 

司会：か 

全員：かがやく未来（みらい）に  鹿深（かふか）の夢（ゆめ）を 

 



 

大 原 自 治 振 興 会 規 約  

 

（名称） 

第１条 この会の名称は、大原自治振興会（以下「本会」という。）という。 

 （事務所） 

第２条 本会の事務所は、甲賀市甲賀大原地域市民センターに置く。 

 （目的） 

第３条 本会は、大原学区（以下「学区」という。）の住民みずからが学区の将来像 

を考え、その実現に向けて行動することによって住みよいまちづくりと住人自治の 

振興に寄与することを目的とする。 

（事業） 

第４条 本会は、前条の目的を達成するために次の事業を行う。 

 （１） 学区の未来づくりのための計画策定及び見直しに関すること。 

 （２） 人権の尊重、福祉の推進及び健康増進事業に関すること。 

 （３） 青少年の健全育成に関すること。 

 （４） 安全安心の住みよいまちづくりに関すること。 

 （５） 環境の保全に関すること。 

 （６） 学区基本方針の具現化に関すること。 

 （７） 広報に関すること。 

 （８） その他、目的を達成するために必要なこと。 

 （組織） 

第５条 本会の会員は、学区住民及び本会の目的に賛同する各種団体とする。 

２ 本会は、年齢、性別や社会的地位等の差別を排除し、会員誰もが平等に参加でき

るものとする。 

３ 本会は、会員に参加を促し、合議制による民主的な組織運営を行うものとする。 

４ 会員は、本会の実施する事業に積極的に参加するものとする。 

 （役員） 

第６条 本会に次の役員をおく。 

 （１） 会長 １名 

 （２） 副会長 ２名 

 （３） 区長 １０名 

 （４） 専門部会長 ３名 

 （５） プロジェクトリーダー 

 （６） 監事 ２名 



 

 （７） 会計責任者 １名 

 （８） 事務局長 １名 

 （９） 相談役 １名 

 （役員の選出） 

第７条 役員の選出は、それぞれ次のとおりとする。 

（１） 区長は、当該年度の学区内自治区区長をもって充てる。 

（２） 専門部会長は、専門部会から選出された者をもって充てる。 

（３） 会長、副会長及び監事は、区長、専門部会長及びプロジェクトリーダーが会員

の中から選出し、総会で承認を受ける。 

（４） 会計責任者、事務局長は、会長が会員の中から委嘱し、総会で報告する。 

（５） 相談役は、前会長をもって充てる。 

 （役員の任務） 

第８条 役員の任務は、次のとおりとする。 

（１） 会長は、本会を代表し会務を統括する。 

（２） 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときはその職務を代行する。 

（３） 区長、専門部会長及びプロジェクトリーダーは、本会、専門部会及びプロジェ

クトの事業を統括する。また、まちづくり計画の精査及び課題の検討、素案の

作成を行う。 

（４） 監事は、会計、資産の状況及び事業の執行状況を監査し、総会に報告する。 

（５） 会計責任者は、本会の会計の事務処理にあたる。 

（６） 事務局長は、本会の事務運営及び事務処理にあたる。 

（７） 相談役は、必要に応じ助言を行う。 

 （役員の任期） 

第９条 役員の任期は、区長・専門部会長・プロジェクトリーダーを除き２年とし、

再任は妨げない。 

２ 役員の中で欠員が生じたときは、補欠役員の補充を行うことができる。ただし、

任期は、前任者の残任期間とする。 

 （選出代議員制） 

第１０条 各自治区に代議員を置く。代議員は、各自治区において自治区会員より選

出された者をもって構成する。 

２ 代議員の数は、人口が、３００人未満は３名、３００人以上５００人未満は４名、 

 ５００人以上は５名とする。 

３ 役員は、代議員になることができない。 

４ 代議員の任期は、２年とし、再任は妨げない。 



 

 （会議） 

第１１条 本会の会議は、総会、役員会、専門部会、プロジェクト会議及び運営委員

会とする。 

 （総会） 

第１２条 総会は、選出代議員制をもって構成する最高の議決機関であって、この規

約に定める事項のほか、この会の目的を達成するための必要な重要事項を決議する。 

２ 定期総会は、会長の招集により毎年１回以上開催する。 

３ 臨時総会は、会長が必要と認めたとき、又は代議員の２分の１以上の要求があっ

たときは、会長の招集により開催する。 

４ 総会は、代議員の２分の１以上の出席により成立し、その議事は出席者の過半数

で決議する。賛否同数の場合は、議長がこれを決する。 

５ 総会には次の役員をおく。 

 （１） 議長 １名 

 （２） 書記 １名 

 （３） 議事録署名人 ２名 

６ 議長は、出席代議員の中から会長が指名し、出席代議員の承認により選出する。 

 書記及び議事録署名人は、議長が出席代議員の中から指名する。 

７ 議長は、総会の議事進行を行う。 

８ 書記は、総会の議事について、会議の運営状況、発言内容、議事の進行等を記載

した議事録を作成し、議長及び議事録署名人２名の署名押印を得なければならない。 

なお、議事録は事務局が保管管理する。 

９ 総会は、次の事項を審議する。 

 （１） まちづくり計画の策定（案）や見直し（案）の承認 

 （２） 事業計画及び予算案の承認 

 （３） 事業報告及び決算に承認 

 （４） 規約の改正 

 （５） 総会で提案された事項 

 （役員会） 

第１３条 役員会は、会長、副会長、区長、専門部会長、プロジェクトリーダー、会計

責任者及び事務局長をもって構成し、会長が招集し、次の事項を審議し、各専門部

会及び各プロジェクトと共に事業を実行する。また、監事及び相談役は必要に応じ

役員会に出席して意見を述べることができる。 

 （１） 本会運営の基本事項 

 （２） まちづくり計画の策定及び見直し 



 

 （３） 総会に付議する事項 

 （４） 緊急を要する重要事項 

 （５） 予算の軽微な変更 

 （６） その他の必要な事項 

２ 役員会の議長は、会長が行い、その議事録の作成は事務局長が行う。なお、議事

録は、議長及び作成者が署名押印し、事務局が保管管理する。 

 （専門部会） 

第１４条 専門部会は、学区内の自治区及び各種団体から選出された委員をもって構

成する。また、必要に応じて、追加の委員を会員より公募し、会長が任命する。 

２ 部会員の互選により部会長１名と副部会長１名を選出する。 

３ 専門部会は、部会長が招集し、事業の企画、調整、運営及び事業の執行を行う。 

４ 専門部会は、次のとおりとする。 

 （１） 地域教育部会 

 （２） 地域振興部会 

 （３） 地域環境部会 

５ 専門部会員の任期は２年とし、再任は妨げない。 

 （プロジェクトチーム） 

第１５条 まちづくり等に関する諸案件に即応するプロジェクトチームを必要に応じ

て、運営委員会の承認により、設置することができる。 

２ チームメンバーは会員より公募し、会長が任命する。 

３ チームには、リーダー１名とサブリーダー１名を、メンバーの互選により選出す

る。 

４ チームメンバーの任期は、各プロジェクト終了までとする。 

 （運営委員会） 

第１６条 運営委員会は、総会で決定した基本方針に基づき、その具体的実施方法に

ついて、協議する。 

２ 運営委員会のメンバーは、会長、副会長、相談役、事務局長および会長推薦によ

るメンバーで構成し、１８名以内とする。 

３ 運営委員会のメンバーの任期は、会長の任期に準ずるものとし、再任は妨げない。 

４ 運営員会は、必要に応じて大原まちづくり会議を開催する。 大原まちづくり会

議は、会長、副会長、相談役、事務局長および関連の団体からの出席者により構成

し、広く大原学区の課題の発掘と、解決方法の提案を目的とする。 

５ 本会は、大原まちづくり会議による課題解決の提案に基づき、各種団体と協働で

の事業を実施するものとする。 



 

 （会計） 

第１７条 本会の経費は、交付金、補助金、寄付金及びその他に収入をもってあてる。 

 （会計年度） 

第１８条 本会の会計年度は、４月１日に始まり翌年３月３１日に終わる。 

 （情報等の公開広報） 

第１９条 本会の会議等は、公開を原則とし、事業計画、事業報告及び予算決算等に

ついて会員に広く周知するものとする。 

 （その他） 

第２０条 この規約に定めるもののほか、必要な事項は会長が総会に諮り別に定める。 

 

 

   付 則 

  この規約は、平成２３年６月２５日より施行する。 

 

   付 則 

  この規約は、平成２４年１２月１５日より施行する。 

 

   付 則 

  第１条 自治振興委員及び専門部会員の交互改選を行うため、平成２７年度に限

り別紙１のとおり、任期を１年とする。 

  この規約は、平成２７年４月１日より施行する。 

 

   付 則 

  この規約は、平成２７年６月７日より施行する。 

  （第１５条 プロジェクトチームの追加） 

 

付 則 

第１条 大原自治振興会員の旅費に関する規程を別表２のとおり定める。 

この規約は、平成２８年５月２１日より施行する。 

 

付 則 

この規約は、平成２９年４月１日より施行する。 

（自治振興委員の削除、代議員の人数の変更、旅費規程一部改訂） 

 



 

 付 則 

第 1 条 大原自治振興会員の旅費に関する規程を別表２のとおり改める。 

（５の役員、部会委員等への費用弁償の年額の項目を削除） 

第２条 役員手当等支給基準を別表３のとおり定める。 

この規約は、平成３１年４月１日より施行する。 

 

 付 則 

この規約は、令和２年４月１日より施行する。 

（運営委員会の新設、広報委員会の廃止、専門部会・プロジェクトチームの設置

について一部改訂） 

 



（別表２） 
  ○大原自治振興会員の旅費に関する規程 
 
１．この規程は、大原自治振興会員が自治振興会の公務遂行のための会議及び研

修会等に出席するための旅費に関し必要な事項を定めるものとする。 
 
２．町外への会議及び研修会等に出席する場合、自家用自動車を使用するときは、

１キロメートルにつき１３円として計算する。 
 
３．公共交通機関等を利用する場合はその実費とする。 
 
４．尚、上記費用発生する場合は、事前に会長の承認を得るものとする。 
 
５．この規定に定めるもののほか必要な事項は、会長の承認を得るものとする。 



（別表３） 
 

役員手当等支給基準 
   １．手当 

役 職 名 金  額 （年額） 

会 長 ３０，０００円 

副会長 ２０，０００円 

事務局長 ５０，０００円 

会計責任者 ３０，０００円 

相談役 ５，０００円 

監 事 ３，０００円 

 
   ２．費用弁償 

役 職 名 金  額 （年額） 

 部会長 
 プロジェクトリーダー 

５，０００円 

副部会長 
 プロジェクト副リーダー 

４，０００円 

 部会委員 
 プロジェクトメンバー 

３，０００円 

 
   ３．支給基準について 

役職等を兼務している者は、何れか支給金額の多い役職等の金額を支給し、 
重複しての支給はしない。 



忍術研究会 ゆうゆうクラブ 民生児童委員

関係県市議員 商工会青年部 甲賀木の駅 大原小学校ＰＴＡ

文化協会 神特産加工グループ 大原にこにこ園保護者

甲賀市 有志 有志 有志 広報プロジェクト

その他関連団体、事業者、個人事業者 観光協会 愛林クラブ 人権教育推進協議会 新規プロジェクト

大原の10区自治会 副部会長 副部会長 副部会長 若者プロジェクト

大原の各種団体 各区から１名 各区から１名 各区から１名 防災プロジェクト

プロジェクトチーム

自治振興会メンバー 部会長 部会長 部会長 見守りプロジェクト

　・事業計画

　・まちづくり会議

まちづくり会議 地域振興部会 地域環境部会 地域教育部会

区
自
治
会

運営委員会 部会長
チームリーダー

区　長

　・基本計画

・管理業務 副会長　（２名）

・本部事業

・予算

会計責任者 事務局長

大 原 自 治 振 興 会 組 織 図  (令和２年度）

代議員(区人口比率より計３９名） 総　　会

監　事（2名）

　事務局
（甲賀大原地域市民センター内）

会　　長

相談役
役 員 会



相 談 役 中島　教芳

会　長 大原　久和

副会長 森田　亨 廣岡　由起子

会計責任者 宮林　康自

監　事 西田　武史 森田　幸一

事務局長 金　正和

事務員 中島　恵美子

支援職員 松岡　知子 市川　幸弘

区 長

氏　名

檪　野 九里　幸和

神 廣岡　國治

大原上田 川村　克己

大久保 前川　美一

大原中 中田　勝治

拝　坂 安田　全男

鳥居野 川邉　忠一良

相　模 井元　健一

大原市場 中井　郁夫

高　野 大林　忠美

【　専門部会委員　】

地 域 振 興 部 会 地 域 環 境 部 会 地 域 教 育 部 会

部会長 清水 英明 荒川　巌 難波　健吉

副部会長

区名等 氏　名 氏　名 氏　名

櫟　野 西野尾　和宏 大原　卓己 奥村　正

神 清水　英明 廣岡　佐太郎 福永　祥平

大原上田 藤田　進 川村　弘一 山出　洋三

大久保 中島　庄一郎 藤江　通治 前川　ひろ美

大原中 渡邉　敏弘 西田　勝範 西田　貞雄

拝　坂 辻　貴美恵 藤岡　正平 増山　貴広

鳥居野 松島　幸康 雲　義明 村長　治廣

相　模 林田　博英 林田　圭史 北相模　宏二

大原市場 辻　節子 中井　博美 福永　豊

高　野 横井　徳真 奥山　善之 山本　茂之

（観光協会） （愛林クラブ） （人権教育推進協議会）

大原　克彦 中井　傳之 市岡　泰彦

(文 化 協 会） （甲賀木の駅） （大原小学校ＰＴＡ）

竹中島　眞博 西田　幸美

(忍術研究会） （神特産品加工グループ） （大原にこにこ園保護者会）

西田　武史 中﨑　有梨子

（ゆうゆうクラブ連合会） （民生委員児童委員）

安田　肇

荒川　巌 難波　健吉

有 志

≪ 2020年（令和2年）度 大原自治振興会委員名簿 ≫

各種団体

　【　事務局　】

【　区長　】

区 名



第１号議案 
 

1 
 

令和元年度大原自治振興会 部会・プロジェクト活動報告 
 

健康福祉部会 
評価 ３＝計画通り達成 ２＝一部未達成／課題あり １＝課題多い   数値目標がある場合は、実数値または％ 

実施項目（実施日） 評価 成果／問題点 改善・対策案 

サロンスタッフ研修会 

6月 30日（土）開催 

3 

・参加者 51 名 

・活発な意見交換がなされ有意義なワークシ

ョップであった。 

・1 人の方が長時間発言しているグループが

あった。 

・講演時間が長くなった為、ワークショップ

の時間が短くなった。 

・講演内容について、より十分

な話合いが必要であった。 

・全員で意見交換をするために

は、1 人当たりの時間制限が必

要か。 

糖尿病教室 

10 月 26日（土）開催 

 
3 

・参加者 40 名 

・参加者の多くの方が該当する年齢であるた

め、熱心に講義を聞かれていた。 

・食事モデルカードを用いたゲーム方式はわ

かりやすかった。 

・予定より参加者が少なかった。 

・健康の為にどのような教室・

講座等が良いか、また、どのよ

うま講座が望まれているのか考

える。 

・参加者を増す方法について検

討する。 

100万歩運動 

9/1～12/31までの 

4 ヶ月間 
3 

参加者は、54名。 

「歩くことは健康の源」をスローガンとして、

1日に 8,500 歩を目標に、4ヶ月で 100万歩を

達成出来るようにとした。 

新しい参加者が少しでも増えれ

ば良いと思い実施しているが、

年々参加者の減少がみられるた

め要検討。 

救命講座 

11/9（土） 

3 

参加者 25名 

いざというとき、家族や周りにいる人がすぐ

に手当を行えば救命の可能性が高くなる「心

肺蘇生」と「AED の使い方」及び、けがの手

当などを学んだ。 

1回の受講者は 30名の為、多く

の方に受講して頂くためには、 

複数回の実施が必要。 

大原ふるさと再発見事業 

10/27（日） 

3 

参加者 44名 

地域振興部の協賛事業。 

例年より若干難しいクイズを出したが、参加

者には好評であった。 

クイズの景品選び・購入が大変であった。 

より多くの人に参加してもらう

ためには、事業内容の検討や区

行事と重ならない様に開催日の

配慮も必要。 

 

  



第１号議案 
 

2 
 

生活環境部会 
評価 ３＝計画通り達成 ２＝一部未達成／課題あり １＝課題多い   数値目標がある場合は、実数値または％ 

実施項目（実施日） 評価 成果／問題点 改善・対策案 

花いっぱい事業 

３ 

７月７日 

甲賀駅北口にマリゴールド等を植栽 

（21世紀の会と共同） 

１１月 

各字に葉牡丹（紅白 15対）を配布 

２月２３日 

甲賀駅北口にパンジー等を植栽 

（21 世紀の会・甲賀駅を育てる会と共

同） 

 

飛出し忍者設置 

３ 

・看板を各区の PTAに設置していただいた。 

・自治振興会は看板３０枚のうち１０枚を負

担 

自治振興会に老朽化や破損して

いる看板が多いとの要望があ

り、PTAや学校にその内容を連

絡した。 

防犯灯維持管理事業 

 

３ 

・防犯灯の LEDへの交換 

各区２基又は新規１基 

（実績） 

・防犯灯取替工事１２ヶ所 

・新規取付・関西電力引込工事２ヶ所 

大原市場区の取替分を大原中区

へ譲渡。令和 2 年度は、大原中

区 1 ヵ所、大原市場区 3 ヵ所と

する 

生活道路等の安全事業 

１ 

各区にヒアリングをした結果、市に要望書を

提出したものが多かったため、特に新規要

望なし 

平成２７年度事業の看板設置について、県道

の道路占有許可申請の更新手続き実施 

 

自然水利調査 

 

 
３ 

自然消防水利について 

消防団にて調査。 

大原学区内４９ヵ所のうち看板設置は１１

ヵ所 

振興会で各区 1枚の看板を提供 

各区に設置工事を依頼 

法的な看板設置義務は無いが、

災害時に利用できる場所をわか

りやすくする必要はある。 看

板の購入及び設置の斡旋につい

ては各区へ案内し、自主防災に

役立ててもらうことが必要。 

 

  



第１号議案 
 

3 
 

地域振興部会 
評価 ３＝計画通り達成 ２＝一部未達成／課題あり １＝課題多い   数値目標がある場合は、実数値または％ 

実施項目（実施日） 評価 成果／問題点 改善・対策案 

大原ふるさと再発見事業 

（10/27） 

 2 

初めて滝方面へ。 

参加人数  44名 

多年参加者が多くコース選定が難しくなる。 

移動、ガイド、食事などを考慮すると 50名程

度が良い様です。 

先々甲賀町全体で訪問先を選ぶ

様に。 

油日、佐山振興会と共催を視野

に入れる 

文化財整備事業 

 

 
3 

鳥居野（河合寺址）にゆかりの案内板を作成

据付。 

手上げ方式 1件でした。 

消費税増も有り予算増が必要。 

応募が無い場合の対応を考えて

置く必要 

予算 75,000でどうか 

里山・地域景観整備事業 

・里山整備事業 

   大原上田（11/3） 

・地域景観整備事業 

   大久保（10/19） 

     

櫟野（9/25） 

 

・上下流交流事業 

      （7/28） 

 

 

2 

 

大原上田 北里山一帯 

 竹他伐採  1件 

 

大久保 

楽花園の登山道の整備 

櫟野 

 櫟野川河川公園の整備 

総員 117 名分の 

（甲賀愛林クラブの後援） 

 

 

 

ボランティア募集 

 賛同参加者２年連続無し 

 

地域景観整備事業に一本化し 

 

 

ゴミ拾いを事業として取り組ん

ではどうか 

 

次年度予算消費税増も有り多少

増が希望 

観光推進事業 

観光スポット、ルート

の案内パンフレット作

成  

2 

見易い物になったと思います。 

完成が遅れた 

配布先 全戸、甲賀、油日駅、各店、マル

ーム 甲賀市 観光協会（ＡＳＰＡ） 

店舗の変更の確認 

無ければ 増刷でも良い 

更新までは追加配布 

多国語版の有無 

 

  



第１号議案 
 

4 
 

教育文化部会 
評価 ３＝計画通り達成 ２＝一部未達成／課題あり １＝課題多い   数値目標がある場合は、実数値または％ 

実施項目（実施日） 評価 成果／問題点 改善・対策案 

・親子人権防災研修会 

6 月 25 日 

 

 

3 

・北淡震災記念公園 米山正幸氏による講演。 

・「野島断層からのメッセージ～震災といのち・

人とのつながり」というテーマで震災の教訓を伝

えて頂いた。 

・費用分担について大原小学校と

の確認。 

・おおはら親子教室 

8 月 23 日 

 

 

1 

・天体観望会を紫香楽天体観測同好会様にご

協力頂き計画したが雨天中止となった。 

・大原小学校との連携が必要。 

 

・忍者体験ツアー 

 10 月 20 日 

 

 

1 

・忍術村にて忍者体験ツアーを継続事業として

計画したが参加希望者がなく中止となった。 

・企画がマンネリ化しており内容

の全面的な見直しが必要。 

・大原ふるさと再発見 

 10 月 27 日 

 

 

 

2 

・地域振興部会共催事業。 

・ガイドの方の説明が分かりやすく大変興味深

かった。 

・昼食時のクイズも参加者全員が楽しめた。 

・参加者をどう増やすか。 

・大原小学校自然体験学

習 

  

 

 

 

2 

・コロナウイルス感染拡大防止に伴う休校により

日程が大幅に変更 

２月日に卒業記念品木工作成。 

３月２７日に、6 年生の卒業記念植樹。 

４年生のしいたけ植菌体験は４月に延期 

・歴史ある事業であり、児童・ＰＴＡ

にとっても重要。 

こども１１０番のおうち 
３ 

こども１１０番のおうちのコーンが老朽劣化

している。順次更新していくためのコーンと

コーンに貼るシールの製作を支援 

 

 

  



第１号議案 
 

5 
 

見守りプロジェクト 
評価 ３＝計画通り達成 ２＝一部未達成／課題あり １＝課題多い   数値目標がある場合は、実数値または％ 

実施項目（実施日） 評価 成果／問題点 改善・対策案 

 命のバトンの拡張 

（継続事業） 
２ 全戸配布の区が５区になり、増える事を願っ

ていたが、高野4戸神３戸のみの申し込みであ

った。メンテナンスに関しては、各区にてそ

れぞれのやり方でされている。 

まだまだ命のバトンの必要性が浸透していな

い。区によって偏りがある。 

命のバトンの必要性が浸透して

いないのは、重要性を理解され

ていないのではないか。もっと

ＰＲして行く事が大切。 

交通弱者買物支援モデル

地区の募集と支援 

３ 

自ら手を挙げてもらう様にしたが、回答も 4
区のみ。市に要望をし、８人乗りワゴン車を

配車していただき、拝坂と大原上田をモデル

区として、９月より開始された。各区共必要

性は理解されているが、中心になる人と、ボ

ランティア、特に運転者の要請が難しい。 

各区とも将来的には必要と思わ

れているので、もっと広げて行

かないといけない。それに寄っ

て車の増車も要望できる。 

「スマイル甲賀」 

自治区に加入していない

市民の居場所(高齢者、子

ども) 
３ 

区入りしていない高齢者のサロン、子ども食

堂を月１回づつ開催。 

市営住宅集会所の備品もそろってきた。ボラ

ンティアも充実している。しかし子どもの数

が変わらず。 

子ども食堂の参加人数を増やし

て行きたい。 

集会所が狭いので何人にするか

検討していく。 

研修会 

１ 

全員で先進地への訪問という形では、開催が

できませんでした。 

各自が、興味ある研修会に参加し共有するこ

とでスキルアップを図りました 

 

協働まちづくり意見交

換 ２ 
防災と見守りの報告会として区を廻り意見を

聞いた。（２月現在、大久保、櫟野、大原中、

相模、高野） 

区の役員も１年で交代になるの

で、毎年、意見交換会は必要で

ある 
 

 

広報委員会 
評価 ３＝計画通り達成 ２＝一部未達成／課題あり １＝課題多い   数値目標がある場合は、実数値または％ 

実施項目（実施日） 評価 成果／問題点 改善・対策案 

広報「おおはら」発行 

３ 

年４回の発行 
 紙面掲載内容の検討・原稿チェック・校正

についてＬＩＮＥを活用した、オンラインで

完成させることができた。 

紙面内容、記事内容について検

討が必要。ＷＥＢでの発信、Ｓ

ＮＳの活用など、プロジェクト

として見直し予定 

 



第１号議案 
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若者プロジェクト 
評価 ３＝計画通り達成 ２＝一部未達成／課題あり １＝課題多い   数値目標がある場合は、実数値または％ 

実施項目（実施日） 評価 成果／問題点 改善・対策案 

婚活パーティー 

３ 

９月 高間みずべ公園にてＢＢＱパーティ 
 男性５名 女性３名の参加 
２月 バレンタインパーティを企画 
 参加者がそろわなかったので中止 

パーティの企画や進行のノウハ

ウを、実践しながら作ることが

必要。 また、参加者募集に苦

労する点もあるが継続すること

で定着できればと思う。 
こうかマルシェ 

３ 

毎月第２日曜日が定着した。会場を鹿深夢の

森公園に移したことで、雨天でも屋内ででき

ることも周知できた。 
 ４月 リニューアルマルシェ 
 ５月 母の日マルシェ 
 ６月 父の日マルシェ 
 ７月 夕涼みマルシェ 
 ９月 ３周年記念マルシェ 
１０月 甲賀忍者マルシェ 
１１月 バリアフリーマルシェ 
１２月 クリスマスマルシェ 

出店ブース数も徐々に増えてき

ており、甲賀町に賑わいをもた

らすものとなっているが、スタ

ッフ不足が課題となりつつあ

る。他のイベントとのコラボで

開催するなど、工数の削減策を

講じてはいるが、スタッフにつ

いては、見直していくことも必

要と思われる。 
３月は、コロナウイルス感染症

により開催中止となったことが

残念であった。 
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防災プロジェクト 
評価 ３＝計画通り達成 ２＝一部未達成／課題あり １＝課題多い   数値目標がある場合は、実数値または％ 

実施項目（実施日） 評価 成果／問題点 改善・対策案 

HUG 訓練 

(2019/9/19) 

於：大原市民センタ- 

対象：櫟野・神・大原上田 

２ 

参加者：27 人 

初回につき、進行方法の問題点が明らかとなる 
 

HUG 訓練 

(2019/10/17) 

於：大原市民センタ- 

対象：相模・鳥居野・大原

中・大久保 

３ 

参加者：26 人 

読み上げ内容が現場に合致しない 
前回より改善 

 

HUG 訓練 

(2019/11/12) 

於：拝坂集会所 

対象：拝坂 

２ 

参加者：23 人 

参加者が予想外に少なかった 
読み上げ内容を改善 

HUG 訓練 

(2019/11/15) 

於：大原市民センタ- 

対象：大原市場・高野 

２ 

参加者：17 人 

参加者が予想外に少なかった 
読み上げ内容を改善 

HUG 訓練 

(2020/2/23)  

於：大原上田公民館 

対象：大原上田日赤婦

人会 

３ 

参加者：16 人 読み上げ内容を改善 

防災講座 

(2019/10/27) 

於：大原中公民館 

対象：大原中日赤婦人会 

３ 

参加者：23 人  

防災マニュアルの作成 

 (2020/2/20) 

 

３ 

印刷部数：400 冊 

 

プロジェクト内での意思統一の資

料として、来年度各区との勉強会

に活用する 
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まちづくりプロジェクト 
評価 ３＝計画通り達成 ２＝一部未達成／課題あり １＝課題多い   数値目標がある場合は、実数値または％ 

実施項目（実施日） 評価 成果／問題点 改善・対策案 

大原まちづくり活動報告

会＆懇親会 

２ ・自治振興会だけでなく、連携団体も含めた

活動報告会＆懇親会に拡大した大原まちづく

り交流会を３月２１日に開催予定であったが

新型コロナウイルス感染防止のため延期とし

た。 

・大原まちづくり会議として、

年２回程度開催。報告だけでな

く新規取組の提案を受ける。 

市長懇談会 ３ １１月７日に実施して、協働の取組報告と提

案事項を協議して、今後の協働の取組目標を

共有でき意義のある会議であった。 

（提案１）３つの新しい円卓会議への協力 

（提案２）生涯学習館の指定管理の検討開始 

（提案３）地域担当職員制度 

（提案４）自治会入りしていない住民への情

報発信の検討会 

（提案５）自治振興交付金の手引きの運用に

関する会計責任者合同会議 

･毎年 1 回は市長との懇談会を

継続して､市との協働取組の成

果と課題を伝え､改善策につい

て意見交換を行う。 

区長との意見交換会 ３ ・４月７日に実施。、自治振興会活動の説明会

を説明することは、意義のあるものであった。

月１回のニュースレターも発信。 

･継続的に区長及び住民に自治

振興会の活動を情報発信する必

要がある。 

協働まちづくり円卓会

議（毎月１回程度） 

３ ・見守り：5/9、6/17 

・防災：5/21、7/30 

・交通弱者対策：10/24 

・里山：1/21 

・子ども・子育て：2/10 

・歴史文化、観光交流：3/10 延期 

・見守り、防災、交通弱者は一

定成果目標に達したので、年１

回程度とする 

・新しい３円卓会議で R２での

協働取組の実施をめざす。 

各区との意見交換会 ３ 1/17 大久保、1/18 櫟野、1/19 大原中、1/26

相模、2/1 高野 拝坂、大原市場は今回見送

り 

・住民に自治振興会の活動を情

報発信する必要がある。 

推進体制の改善 ３ ４部会を３部会に、広報 PJ、新規 PJ 枠、運

営委員会創出などの推進体制の改善を行っ

た。 

・毎年 継続改善を検討する 

まちづくり PJ会議 － ・月１開催 

・11月から運営会議と合同開催（月第２木曜

日） 

・女性メンバーの拡充が課題。 

勉強会の開催 － ・７月から月１開催（月第１火曜日） ・参加者の拡大 

 



　 第１号議案

収入の部 単位：円

款 項 目 節 当初予算額 計 期末 比　較 説     明

市交付金 8,038,000 8,038,000 8,038,000 0

基礎交付金 基礎交付金 基礎交付金 1,572,000 1,572,000 1,572,000 0

区活動交付金 区活動交付金 区活動交付金 2,484,000 2,484,000 2,484,000 0

事務加算金 事務加算金 事務加算金 956,000 956,000 956,000 0

事業加算金 事業加算金 事業加算金 3,026,000 3,026,000 3,026,000 0

繰入金 0 0 0 0 積立金

繰越金 前年度繰越金 前年度繰越金 653,000 653,000 652,584 △ 416

諸収入 31,000 31,000 269,397 238,397

預金利子 預金利子 預金利子 1,000 1,000 18 △ 982

雑入 雑入 雑入 30,000 30,000 269,379 239,379 婚活参加費、ウォーキング参加費等

8,722,000 8,722,000 8,959,981 237,981

支出の部

款 項 目 節 当初予算額 計 期末 比　較 説　　明

総務費 一般管理費 一般管理費 1,066,000 1,066,000 870,098 195,902

賃金 650,000 650,000 530,748 119,252 事務員賃金

報償費 0 0 3,100 △ 3,100

手当 161,000 161,000 155,000 6,000 【新設】本部役員

旅費 0 0 0 0

需用費 150,000 150,000 71,456 78,544 消耗品　会議用飲料

役務費 80,000 80,000 88,524 △ 8,524 あいコムこうか　切手・ハガキ

工事費 0 0 0 0

備品購入費 25,000 25,000 21,270 3,730 PC周辺機器　ポスト

積立金 0 0 0 0

事業費 3,600,000 3,600,000 3,306,467 293,533

一般管理費 一般管理費 900,000 900,000 770,874 129,126

旅費 10,000 10,000 0 10,000 研修旅費

手当 340,000 340,000 259,000 81,000 【新設】部員、ＰＪメンバー費用弁償

需用費 330,000 330,000 381,778 △ 51,778 コピー用紙　インク

役務費 120,000 120,000 130,096 △ 10,096 振込手数料　部会案内通知

備品購入費 100,000 100,000 0 100,000

広報費 広報費 300,000 300,000 284,891 15,109

需用費 300,000 300,000 284,891 15,109 広報誌4回　クリップ類

部会活動事業費 部会活動事業費 1,570,000 1,570,000 1,617,221 △ 47,221

健康福祉部会活動費 200,000 200,000 298,509 △ 98,509 健康講座　百万歩　サロンスタッフ研修

地域振興部会活動費 400,000 400,000 431,295 △ 31,295 ふるさと再発見　史跡看板　里山・地域整備

生活環境部会活動費 630,000 630,000 568,912 61,088 防犯灯　花いっぱい　飛出し忍者

教育文化部会活動費 340,000 340,000 318,505 21,495 人権研修　自然学習　親子教室　

プロジェクト事業費 プロジェクト事業費 750,000 750,000 579,481 170,519

まちづくりプロジェクト 100,000 100,000 8,862 91,138 協働まちづくり円卓会議　各区意見交換

見守りプロジェクト 170,000 170,000 176,644 △ 6,644 命のバトン　研修会　スマイル甲賀

若者プロジェクト 300,000 300,000 271,296 28,704 婚活　こうかマルシェ

防災プロジェクト 180,000 180,000 122,679 57,321 HUG訓練　講師依頼　防災マニュアル作成

まちづくり研修 まちづくり研修 80,000 80,000 54,000 26,000

報償費 50,000 50,000 50,000 0 講師謝礼

需用費 30,000 30,000 4,000 26,000 会議用飲物他

使用料及び賃借料 0 0 0 0

振興費 区活動振興交付金 1,572,000 1,572,000 1,572,000 0 各区へ交付

敬老会事業交付金 負担金及び交付金 1,210,000 1,210,000 1,210,000 0

環境整備交付金 負担金及び交付金 362,000 362,000 362,000 0

区活動費 区活動事業交付金 区活動事業交付金 負担金及び交付金 2,484,000 2,484,000 2,484,000 0 各区へ交付

727,416 令和２年度自主財源へ

8,722,000 8,722,000 8,959,981 △ 237,981

平成3１年（令和元年）度 大原自治振興会収支決算

収　入　合　計

支　出　合　計

次　年　度　繰　越　金
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令和２年度　大原自治振興会の基本方針

【　基本方針　】

１．　安心・安全な地域にする

　　・地震対策をメインとした、地域防災力の強化

２．　人権の視点を基本とした、「思いやり」のある地域にする

　　・高齢者・障害者・自治会未加入者を含めた人々への取組

　　・子供を育て、女性を支援する取組

３．　自然（環境）を守り、歴史を守り、ひとが訪れる地域にする

　　・里山を含めた自然環境を守る取組

　　・地域内の伝統、文化財の発掘継承する取組

　　・地域の観光活性化や彩りできる取組

４．　地域づくりを継続的に推進できる組織にする

　　・アンケート分析より、地域の課題解決を継続できる取組
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令和２年度 事業計画 
令和２年５月８日 

地域振興部会                                          単位：千円 

事 業 名 事 業 内 容 予算 

１．大原ふるさと再発見 歴史探訪、文化、産業、観光などのスポット等をウォーキング 60 

２．文化財整備事業 地域の史跡を案内する看板の設置 70 

３．観光推進 大原観光スポットとルート等の検討推進。 70 

４．大原小学校自然体験学習  植林活動、マイクロバス、ヒノキ材を使って卒業記念製作、シイタケ植菌活動              70 

合 計 270 

地域環境部会 

事 業 名 事 業 内 容 予算 

１．里山・地域景観整備 里山整備及び観光スポットの環境美化 80 

２．上下流地域交流 下流域住民の理解と関心を森づくり体験を通じて交流（愛林クラブとの共催）  50 

３．大原小学校自然体験学習  植林活動、マイクロバス、ヒノキ材を使って卒業記念製作、シイタケ植菌活動              70 

４．2022 年春全国植樹祭関連 第 72 回春全国植樹祭関連に関連する事業 70 

合 計 270 

地域教育部会 

事 業 名 事 業 内 容 予算 

１．おおはら親子教室 大原小学校との連携で天体観望会等を通じて親子及び地域との交流を図る 30 

２．小学生対象 

2020 年度円卓会議による対応事業 240 ３．園児対象 

４．未就園児対象        

合 計 270 

見守りプロジェクト 

事 業 名 事 業 内 容 予算 

１．命のバトンの拡張 メンテナンス及び拡張 50 

２．見守り・買物支援 買物支援事業の拡張への取組 100 

３．健康講座 健康寿命増進のための講座（ご近所福祉との協働事業） - 

４．研修会 他先進地域の訪問研修 - 

合 計 150 

若者プロジェクト 

事 業 名 事 業 内 容 予算 

婚活 若者向けのイベントを実施 50 

合 計 50 
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防災プロジェクト 

事 業 名 事 業 内 容 予算 

１．出前講座 防災マニュアルによる学区内での出前講座 

100 ２．救急救命講座 救急救命に関する講習会又は講演会 

３．講習会 防災等に関する講習会又は講演会 

合 計 100 

広報プロジェクト 

事 業 名 事 業 内 容 予算 

広報誌の発行と事業報告 広報誌「おおはら」、各区へのマンスリーレポートによる事業報告 300 

合 計 300 

新規プロジェクト 

事 業 名 事 業 内 容 予算 

１．こうかマルシェ イベント事業 100 

２．新規プロジェクト ‐ 100 

合 計 200 

まちづくり事業（本部事業） 

事 業 名 事 業 内 容 予算 

１．防犯灯維持管理 防犯灯のＬＥＤへの交換又は新規設置 200 

２．１００万歩運動 1 日 8500 歩を目指して - 

合 計 200 

まちづくり事業（協働事業） 

事 業 名 事 業 内 容 予算 

１．「スマイル甲賀」活動・運営 

自治会非加入高齢者の見守りサロン「スマイル甲賀」 

大原学区の子ども食堂「スマイル甲賀」大原っ子 

外国籍の方との交流 

100 

２．花いっぱい事業 

甲賀駅前花壇への花苗の提供と植栽（２１世紀の会・甲賀駅を育てる会協働

事業） 
100 

各区への葉牡丹の提供 - 

３．小学校人権研修会 講演補助費用 35 

４．飛び出し忍者設置 飛び出し忍者配布 75 

５．櫟野ダム景観整備 櫟野ダムの景観整備補助 60 

合 計 370 
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まちづくり事業（まちづくり研修） 

事 業 名 事 業 内 容 予算 

１．大原まちづくり活動報告会

＆懇親会 
自治振興会＆連携団体の活動報告会 

30 

２．市長懇談会 協働まちづくりの成果と今後の取組について懇話会 

３．区長との意見交換会 自治振興会の活動について意見交換会 

４．協働まちづくり円卓会議 

里山円卓会議               協働の取組について検討 

子ども・子育て円卓会議       協働の取組について検討 

歴史文化・観光交流円卓会議   協働の取組について検討 

５．研修・勉強会 まちづくり研修・勉強会 50 

合 計 80 

 



　議案 第２号　　

収入の部 単位：千円

款 項 目 節 本年度予算額 前年度予算額 比　較 説     明

市交付金 7,994 8,033 △ 39

基礎交付金 基礎交付金 基礎交付金 1,580 1,572 8

区活動交付金 区活動交付金 区活動交付金 2,471 2,484 △ 13

事務加算金 事務加算金 事務加算金 956 956 0

事業加算金 事業加算金 事業加算金 2,987 3,021 △ 34

繰入金 0 0 0 積立金

繰越金 前年度繰越金 前年度繰越金 0 653 △ 653 自主財源へ移行

諸収入 0 31 △ 31

預金利子 預金利子 預金利子 0 1 △ 1 自主財源へ移行

雑入 雑入 雑入 0 30 △ 30 事業参加費等

7,994 8,717 △ 723

支出の部

款 項 目 節 本年度予算額 前年度予算額 比　較 説　　明

総務費 一般管理費 一般管理費 956 1,061 △ 105

賃金 600 650 △ 50 事務員賃金

手当 160 161 △ 1 【新設】本部役員

需用費 86 150 △ 64 消耗品　会議用飲料

役務費 90 80 10 あいコムこうか　切手・ハガキ

備品購入費 20 20 0 PC周辺機器

事業費 2,987 3,600 △ 1,140

一般管理費 一般管理費 770 900 △ 130

旅費 10 10 0 研修旅費

手当 260 340 △ 80 【新設】部員、ＰＪメンバー費用弁償

需用費 300 330 △ 30 コピー用紙　インク

役務費 100 120 △ 20 振込手数料　部会案内通知

備品購入費 100 100 0

広報費 広報費 0 300 △ 300

需用費 0 300 △ 300 広報プロジェクトに移行

部会活動事業費 部会活動事業費 810 1,570 △ 760

健康福祉部会活動費 0 200 △ 200

地域振興部会活動費 270 400 △ 130

地域環境部会活動費 270 0 270

地域教育部会活動費 270 0 270

生活環境部会活動費 0 630 △ 630

教育文化部会活動費 0 340 △ 340

プロジェクト事業費 プロジェクト事業費 800 750 50

まちづくりプロジェクト 0 100 △ 100

見守りプロジェクト 150 170 △ 20

若者プロジェクト 50 300 △ 250

防災プロジェクト 100 180 △ 80

広報プロジェクト 300 0 300

新規プロジェクト 200 0 200 こうかマルシェ

まちづくり事業費 まちづくり事業費 527 527

（まちづくり研修） 協働事業 327 0 327 スマイル甲賀、櫟野ダム景観整備

本部事業 200 0 200 防犯灯

まちづくり研修 80 80 0

報償費 50 50 0 講師謝礼

需用費 30 30 0 会議用飲物他

使用料及び賃借料 0 0 0

振興費 基礎交付金 基礎交付金 負担金及び交付金 1,580 1,572 8 各区へ交付

区活動費 区活動事業交付金 区活動事業交付金 負担金及び交付金 2,471 2,484 △ 13 各区へ交付

7,994 8,717 △ 723

令和２年度 大原自治振興会（自治振興交付金）収支予算　(案）

収　入　合　計

支　出　合　計



第２号議案

収入の部 単位：千円

款 項 目 節 本年度予算額 前年度予算額 比　較 説     明

繰越金 前年度繰越金 前年度繰越金 727 653 74

寄付金 0 0 0

諸収入 11 31 0

預金利子 預金利子 預金利子 1 1 0

雑入 雑入 雑入 10 10 0

738 684 74

支出の部

款 項 目 節 本年度予算額 前年度予算額 比　較 説　　明

事業費 738 0 738

一般管理費 一般管理費 20 0 20

会長交際費 20 0 20 大鳥神社玉ぐし料等

予備費 事業予備費 718 0 718

738 0 738

令和２年度 大原自治振興会（自主財源）収支予算　(案）

収　入　合　計

支　出　合　計
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